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L）46 火星への門出！
満洲でオn・i一・　as・一ラ見ゆ
　諏訪の三澤氏から迭られたハルビン日日新聞の十一月22日のに下の記事
があった．
　　　　　　　　　　黒河に極光現はる
　　　　　　　　　　天空の現象として：珍らし
　（四通黒河特信）黒河附近に珍らしい天室の二現象が起つた其の一
は北極光の出現で十月十八日晩七時頃より牛時間，十時孚より十一
時までの二回罫岸露領の北方，天空大そ｛≧に亙って一面の赤色ミ化し
其の間藪條の薄墨色の極光かサーチライ1・の如く立ち，極光に包ま
れた無敷の星は黄金色の燦燗たる光を放ち非常の旧観であっナこが，
此の地方で北極光を認めたのは今回が初めて、誘る，
　其の二は十一月九日午後一時四十分頃のこミで，晴天の太陽を中
心εして　西，南，北の三方の天七割に跨り，明暗十個の錯明しナこ
大きい虹が出現しナこ．三つの圓形の虹は太陽を中ひろく取り巻き，
其の外には背中あはせの×期した虹が二つ現はれ，薄い虹が五つ現
はれナこ長い白い薄雲が太陽の中央を貫き，虹ミ薄雲の交叉馳は太陽
より大きい光を嚢し，室には六つの太陽が一時に出現したかの感あ
らしめk此の現象は二時間績き四時十五分に1宵滅した，此の日は零
下九度の寒さで快いまでの晴天であった，何かの瑞象ざ市民は語っ
て居る．
それで，自分は直ぐ同新聞に下の一文を投書した．
　　　北満の同胞に望む　　　京都帝國大學蝦山本一溝
　去る十一月二二十二Elの恰爾賓日々新聞を見て自分の注意を惹いkこεは
過ぐる十月十八日の夜に黒河附近でオーローラ（極光）が見えたミいふこε
であった・オーP一うの観えるのは欧米の北部では普通のこεであるけれ
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S“東洋諸國の室に之れが見えるのは稀有の現象である．それだけ，此の種
の観望は學聖上にも便値が多い．今側コヒのオーv一ラを見られた方は學術
研究を援助して下さる意味に於いて，小生まで御知らせ下さるやう御願ひ
したい・
　オーローラは太陽から放出される電熱粒子の流れが地球の磁極に引きつ
けられる際上暦の室氣中に於いて放電獲光するものであるが，此の如き跳
馬粒子は太陽の黒鮎活動ε密接な關係を有し，黒駝の出現か頻繁な時には
此のオー月曜ラも見えるこxSが多い．從って＝三年以前から太陽黒鮎の激
壇ε共に世界全般にわたりオーP一ラが著しく見えて來たこΣも確かであ
る．殊に今年ミ明年NSのニケ年は太陽黒鮎の出現度藪が頂上に蓬する時で
あるから李常オーローラの見えない地方までも珍らしいオーローラ現象が
見えて掌るこミがある．去る十月十八日のオ一山ーラは西洋諸國でも可な
り見k人があるやうであるし，日本の北海道でも見たミの報告を受けたが，
今度ハルビンEI々新聞によって黒河地方の槻察が報ぜられナこのは愉快であ
る．しかし思ふに此の日オー口糧ラが見えナこのは決して只黒河地方だけで
なく，恐らく北満一帯からひろく見えナこのだらう．只之れを李常見慣れな
いナこめ注意しなかった人が杜會の大部分では無かつftか？　折角の珍らし
い現象を日前に見てみながら其れを氣付かないのは残念なこεである．
　しかし亜門v一うは元來薄暮の明るさにも似たものであるから不注意な
人々に見逃されるのは何所でも有り勝ちのこSである．只よく見るこ方角
が正しい北方師ち北極星の見える方向であるこε，叉，時々は赤や青や線の
美しい色に染められたり，光りが全艦εして不思議に賑隣したりするから，
ほかの光りε匝別するこεが出理る．ごにかく今後此の如き光を北天に見
た人は，誰でも，其の時刻，纏績，時間，明るさ，色，線條の有無，脈動
の有無，音の有無なS“，あらゆる観察事項を報告して頂きナこい．見取り圖
をかいて下されば非常に便利である．爲眞も漱迎する．オーローラは都會
の中からは見にくい．なるべく燈火に妨げられない場所が好い，田舎でオ
ーローラを見るのが最も良い（一九：二八年一二月一八日）
